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次年度のスケジュール等について 

 

１ 次年度（令和８年度）のスケジュール（予定） 

令和８年 ５月 推進協議会事務局会議 

 ６月 

推進協だより３０号の配布 

社協地区部会へ令和７年度取組状況等の調査依頼 

〇第一回・運営企画委員会開催 

 ７月 ◎第一回・推進協議会開催 

 ８月 令和７年度取組状況等の調査を地域福祉課に提出 

 ９月  

 １０月  〇第二回・運営企画委員会 

 １１月  ◎第二回・推進協議会 

 １２月  

令和８年 １月  

 ２月 〇第三回・運営企画委員会 

 ３月  ◎第三回・推進協議会 

 

 

 

２  役員（副委員長）の交代について 

  〇委員退任者・・・副委員長 日野敬子委員  

（団体）若葉区民生委児童委員協議会 （役職）会長 

      

※令和７年１２月の民生委員一斉改選に伴い会長職を辞任 

       （後任は水戸毅一委員） 

    

➡本日、互選による副委員長の選出を実施 
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３  運営企画委員会（２月１６日開催）の協議事項 

  開催日：令和８年２月１６日(水) １０時～ 

  場 所：若葉保健福祉センター ４階 ボランティア活動室 

  参加者：駒野委員長、日野副委員長、津田委員、山内委員、稲田委員 

 

 

 

 

 

 

 

➀に関する意見 

・〇×評価よりも、その背景や成功要因・課題を知りたい。 

・地域において評価そのものは必要と思われるが、公表は必要ないのでは。 

・評価結果が実態を示しているのか。公表する評価の有効性や意味に疑問。 

・活動内容の共有は必要だが、過度な評価報告は不要では。 

       ➡地域において取組みを評価していくこと自体は有益と思われるが、外部への公表 

や他の地域との評価内容を比較することは必要ないとの意見。 

 

②に関する意見 

 ➡千葉市地域福祉課が提示した共通的な地域の取組（案）に対する意見は、特に 

無かった。 

 

③その他の意見 

・個票作成から市への集計・報告までの事務量が膨大であるが、分科会では詳細資 

料が十分に活用できていない。 

・上手くいった自治会の好事例を市が集約し啓発してほしい。 

     ・社協単位ではなく自治会単位で行っている取り組みも吸い上げてほしい。 

地域福祉課からの方向性 

・次期計画では区全体の取組を選定。共通的な地域の取組事例を市から提示予定。 

ただし、市が押し付けるものではなく、推進協の意見を踏まえて作成する。 

・各自治会の独自取り組みも引き続き報告可能。 

・新様式は令和 9年度（報告は令和 10年度）から運用開始予定。 

・目的は「評価」よりも「情報共有」「活動が見える資料づくり」。 

≪主な議事内容≫ 

千葉市地域福祉課より次期地域福祉計画に関して、下記２点についての意見聴取 

がされた。 

   ➀地域の取組みについて評価が必要か  

   ②共通的な地域の取組（案）について  


